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第
四
巻
第
四
號

卸
相
場
封
小
費
相
場
愛
動
の
一
致
率

高
城
柚
次
協

　
　
　
　
　
　
　
第
一
鱗
　
緒
雷

　
釦
相
場
ε
小
喪
相
場
と
の
問
に
は
自
ら
或
る
程
度
の
闘
き
を
保
つ
の
は
勿
諭
で
あ
る
も
海
鶴

爾
相
場
が
異
な
り
た
る
原
則
に
依
う
て
定
ま
る
の
で
な
く
．
共
悪
の
法
則
に
支
醗
せ
ら
れ
て
ゐ

る
も
の
塗
る
．
こ
ε
は
髄
に
罫
颪
學
會
藤
誌
紬
　
第
＋
九
懸
第
六
號
矢
正
＋
圏
年
六
月
属
麹
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

場
ε
小
壷
相
楊
の
關
係
に
つ
い
て
』
ー
に
於
て
論
蓮
し
て
置
い
詫
。
然
し
な
が
ら
．
嗣
一
の
法

園
が
爾
種
の
相
暢
を
左
看
し
て
ゐ
る
ε
言
ふ
も
の
、
．
醗
者
が
常
に
個
一
の
方
尚
に
鼠
つ
嗣
醐

の
程
度
に
鍵
動
す
る
も
の
で
無
酔
こ
ε
を
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
．
躍
ち
践
る
時
に
は
御
相
饗

が
騰
，
黄
せ
・
る
に
小
嚢
相
場
が
翻
。
っ
τ
低
落
し
、
叉
或
る
爵
に
は
鋼
相
揚
が
下
落
量
る
に
も
拘
ら

　
　
　
卸
繍
愚
聾
澗
患
饗
繍
嚇
轟
一
幽
の
一
蛾
華
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鯵
翻
携
欝
小
喪
謝
量
嬰
魏
⑪
一
救
肇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

ず．

小
資
相
場
が
騰
・
貴
す
る
こ
ε
す
ら
あ
る
噂
“
是
れ
は
薦
相
場
が
同
欄
の
法
期
に
支
配
せ
ら
れ

な
が
亀
爾
ほ
墨
な
れ
る
事
情
の
影
蓼
を
受
《
る
か
ら
で
め
る
搾
斯
く
の
如
く
翻
相
場
ε
小
鷺

相
場
電
が
必
す
し
も
圃
一
の
歩
調
を
以
℃
騰
落
し
な
い
の
は
毫
も
不
可
思
議
の
こ
ε
で
な
い
。

蹄
．
ち
夫
れ
猷
甲
乙
二
種
め
，
商
、
品
の
卸
相
揚
若
し
ぐ
は
鴎
等
商
品
の
小
翼
相
場
が
局
圃
の
方
肉
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
．
鼠
つ
同
一
の
程
度
に
愛
動
し
な
い
ε
毫
も
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
通
貨
の
数
量

炉
、
激
・
燈
し
た
場
倉
に
は
大
多
欽
の
貨
物
の
御
相
楊
並
に
小
寅
相
場
は
大
約
通
貨
膨
脹
の
程
度

に
地
例
し
て
騰
費
す
る
の
を
常
ε
す
る
も
の
で
あ
る
一
が
、
必
う
し
も
纏
て
の
貨
物
の
郷
相
場
並

に
小
寳
相
場
厩
其
程
度
に
騰
貴
せ
す
し
て
．
或
る
市
償
は
夫
れ
以
上
曳
ヌ
或
る
市
橿
は
夫
れ
以

下
に
覇
膀
す
る
の
み
な
ら
す
、
少
歎
の
貨
物
は
特
種
の
事
情
の
爲
め
に
即
つ
て
低
落
す
る
こ
と

が
あ
る
。

　
洞
］
彙
物
の
卸
相
揚
ξ
小
賓
相
揚
ε
の
澗
に
於
て
も
之
込
同
じ
く
其
め
墾
動
の
方
向
ざ
程

度
嬉
を
異
に
す
る
こ
ε
が
あ
る
。
鋤
相
場
と
言
聾
ヌ
小
責
相
場
ピ
謂
ふ
も
．
同
醐
貨
物
の
販
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

撰
．
覇
な
る
上
は
、
其
の
一
が
騰
貴
若
し
く
は
低
落
す
れ
ぱ
、
他
も
同
醐
の
程
度
に
て
騰
貴
若
し
く

は
低
落
す
可
き
筈
の
や
う
に
考
へ
る
人
も
多
か
ら
う
と
思
ふ
が
．
賓
は
縦
令
同
種
類
の
貨
物
と



陶
難
亀
．
香
塗
全
然
伺
榊
の
貨
物
定
誰
も
、
夫
れ
が
錦
取
引
に
て
賓
買
せ
ら
る
、
揚
倉
史
も
小
璽
取
引

に
て
資
翼
せ
遂
る
、
掲
倉
ε
で
は
別
箇
の
貨
物
ε
看
徹
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
多
少
種
類
を
墨

に
せ
お
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
作
用
す
乃
．
》
ε
が
あ
る
。
例
へ
ぱ
帽
子
商
が
製
邉
者
よ
ウ

佳
入
れ
髭
る
ε
き
の
愛
埠
帽
子
ε
浦
費
者
艦
飯
賓
す
庵
際
に
於
け
る
同
繍
の
姿
稗
帽
子
置
は
、

勿
論
物
質
ε
し
て
親
た
畜
掲
合
に
は
．
至
然
同
輔
物
で
あ
ら
う
が
、
経
濟
離
に
は
必
す
し
も
常
鑓

欝
者
ゼ
嗣
噸
物
親
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
動
何
ε
な
れ
ぱ
．
釦
電
揚
に
於
け
る
姿
緯
繕
子
の
需

給
關
係
ε
小
饗
霜
楊
鴛
於
サ
る
褒
程
帽
子
の
需
給
欄
係
と
は
、
自
ら
異
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

葛
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第
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“
擁
　
卸
脂
揚
ε
小
｛
鐸
相
揚
と
め
闘
に
於
け
る
騰
落
の
一
致

　
熊
ら
ぱ
卸
縮
婚
の
驚
落
と
小
壷
相
場
の
騰
落
ε
は
如
何
な
る
程
震
ま
で
實
際
に
於
℃
蝉
敏

す
る
も
Φ
で
あ
る
か
．
換
書
す
れ
ぱ
血
鰯
相
揚
が
騰
貴
し
た
偽
ピ
き
に
小
嚢
相
場
も
亦
驚
壷
し
」
蜘

相
携
が
下
藩
し
た
ε
き
に
小
壷
相
揚
も
亦
低
落
す
る
場
合
の
度
藪
ε
．
籔
権
場
が
騰
貴
し
究
と

き
に
小
資
稲
場
が
徳
落
し
、
卸
籍
場
が
低
落
し
た
冒
き
に
か
喪
相
掲
が
潮
つ
て
騰
貴
す
る
揚
合

、
⑳
蔑
撒
ε
の
閥
に
於
け
る
割
合
は
實
際
に
於
℃
何
の
位
に
な
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
勿
論

　
　
　
蒙
彗
叢
　
　
　
　
　
　
　
一
　



　
　
　
卸
蕊
幽
轟
轟
小
蜜
相
場
鐵
臓
麟
の
瀕
致
竈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏

距
倒
合
は
貨
物
毎
に
轟
な
つ
℃
ゐ
る
こ
巳
は
書
ふ
ま
で
も
無
い
。
唯
、
其
の
大
髄
の
傾
向
を
栄

す
爲
め
に
、
左
艦
欽
種
類
の
貨
物
に
就
き
℃
髭
割
合
の
謙
算
を
試
み
℃
見
や
う
。

　
垢
試
鋒
を
行
ふ
爲
め
に
最
初
に
逡
ん
だ
の
は
東
京
商
業
禽
議
所
の
調
壷
に
係
る
東
墓
物
儂

の
剛
部
分
で
あ
る
。
．
東
京
喬
業
會
議
所
で
は
鋤
相
場
を
基
礎
ε
す
る
物
償
揃
敷
ε
小
費
相
．
場

を
墓
礎
と
せ
る
物
便
指
欺
ε
を
編
鋒
螢
表
し
て
ゐ
る
が
、
前
．
者
は
入
十
岬
種
の
貨
物
の
鋤
値
段

を
取
れ
る
に
反
し
、
後
者
は
四
十
七
種
の
貨
物
の
小
蜜
値
段
を
牧
め
℃
ゐ
る
に
過
ぎ
無
い
。
從

つ
て
東
窟
商
業
會
議
所
の
卸
物
便
指
欽
ξ
小
費
物
贋
指
欽
ε
を
其
儘
劃
照
せ
し
め
て
、
東
京
市

内
に
於
け
る
郷
相
場
痩
動
の
程
度
ぜ
小
壷
相
場
菱
動
の
程
度
せ
を
比
較
す
る
こ
ξ
を
穏
無
い
。

加
之
．
小
責
相
場
を
載
せ
た
る
四
十
七
種
の
貨
物
す
ら
全
部
必
す
し
も
卸
物
偵
指
歎
紅
編
入
せ

る
入
†
蝋
種
の
貨
物
中
の
或
る
物
と
符
合
し
無
い
の
で
あ
つ
て
、
全
然
爾
種
物
贋
摺
歎
に
共
蓮

赫
る
貨
物
ε
看
傲
し
得
る
は
左
に
揚
ぐ
る
七
種
の
商
品
に
遇
ぎ
無
い
。

　
　
（
こ
大
豆
　
　
　
（
二
｝
小
豆
　
　
　
（
…
馬
鈴
薯
　
　
　
西
不
婆
粉

　
　
（
五
渓
㎜
鳴
　
　
　
　
《
六
｝
鰹
節
　
　
　
　
｛
七
》
鶏
卵

　
齢
の
中
（
一
》
大
豆
の
卸
相
場
ε
小
費
相
楊
ε
が
大
正
十
三
年
一
月
よ
）
十
二
月
ま
で
に
月
か



如
何
に
愛
動
．
し
た
か
を
東
京
商
業
．
會
議
所
報
に
載
せ
た
る
卸
物
償
表
ε
小
實
物
贋
表
に
櫨
）

℃
競
る
に
、
前
月
に
比
し
て
卸
．
相
場
も
小
寅
相
揚
も
共
に
騰
貴
し
た
度
数
が
二
同
、
薦
者
斐
に
低

落
し
．
た
境
欽
も
二
向
あ
つ
た
．
輩
し
一
同
は
卸
相
揚
が
騰
貴
せ
る
に
。
小
費
相
揚
は
甥
つ
℃
低

落
し
て
ゐ
る
。
尚
ほ
面
φ
外
卸
相
場
が
騰
貴
せ
る
に
も
拘
ら
す
、
小
賓
相
場
が
騰
貴
も
低
落
も

し
奪
か
つ
た
こ
と
が
一
四
同
で
．
節
相
場
が
低
落
せ
ら
に
．
小
資
相
場
が
少
し
も
愛
動
し
無
か
つ
た

ロ

こ
ξ
が
三
同
あ
る
。

　
着
し
斯
《
⑳
動
《
節
相
場
が
騰
貴
叉
は
低
落
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、
小
翼
相
場
が
愛
動
し
な
か

つ
た
こ
ピ
を
ぱ
卸
相
場
の
艇
動
ε
小
喪
相
場
の
愛
動
ε
の
不
騨
致
を
示
す
も
の
で
あ
る
乏
す

る
な
ら
ば
、
大
正
十
三
年
中
に
於
け
る
大
豆
の
釦
相
場
ε
小
費
相
場
ε
が
尉
一
に
愛
動
し
た
の

は
十
二
ヶ
月
中
僅
か
に
圏
ヶ
月
で
あ
つ
て
、
一
致
の
割
合
は
竃
分
の
一
．
邸
ち
三
翻
三
分
に
懸
蓄

無
い
．
然
し
な
が
ら
着
し
之
に
反
し
て
．
鋤
相
場
が
菱
動
懸
る
に
拘
ら
す
小
喪
櫓
場
が
騰
貴
ヌ

は
低
落
せ
す
．
歳
は
叉
節
相
場
が
騰
貴
も
低
落
も
せ
ざ
る
に
も
拘
ら
ず
、
小
費
相
場
が
騰
壷
着
し

ぐ
は
僅
落
す
る
こ
ε
は
卸
相
場
の
菱
動
ε
小
喪
相
場
の
憂
動
ε
の
騨
致
を
示
す
も
の
で
な
い

＆
認
時
に
、
叉
必
す
し
も
薦
相
雛
が
正
反
劃
に
愛
麟
せ
る
二
ε
を
示
す
も
の
で
無
く
．
覇
れ
ξ
あ

　
　
　
　
鐸
繭
巻
聾
厨
小
聯
（
凝
嚇
赫
御
麟
の
一
致
率
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鐵
構
嬬
鐵
小
糞
櫓
雛
饗
跳
の
一
識
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

付
漁
さ
ざ
る
傷
凝
を
呈
燐
る
も
の
ε
し
て
之
を
除
外
す
る
ε
す
隔
ば
．
薦
儀
肉
を
呈
し
鶴
る
七

ケ
月
毎
除
浄
、
他
の
五
ヶ
月
に
於
て
爾
相
場
麺
動
の
一
致
茶
輔
致
の
割
合
を
謙
算
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
ぬ
ぜ
警
し
働
計
．
算
方
法
を
用
ゆ
る
ε
す
れ
ぱ
、
五
ケ
月
中
に
τ
爾
相
掛
．
が
隠
一
の
方
励
に

澱
動
し
彪
こ
と
が
四
回
あ
つ
て
．
反
封
の
方
向
に
痩
動
し
．
た
こ
蜜
が
一
周
で
あ
る
か
ち
、
鰯
禰
場

の
愛
・
動
苺
小
賢
相
場
の
麺
動
ε
の
間
に
於
け
る
一
致
．
の
割
舎
は
五
分
の
鵬
、
不
綱
致
Φ
場
舎
鳳

軍
分
の
一
に
相
當
す
ム
。

　
同
一
の
方
．
法
に
依
り
て
大
豆
以
外
の
六
種
の
貨
物
の
蜘
相
揚
と
小
蜜
相
場
ε
が
大
露
十
蕊

年
喰
・
に
於
て
如
何
に
愛
動
し
た
か
を
観
る
に
．
左
表
に
示
す
が
動
き
競
態
を
量
し
℃
ゐ
る
。

、
卸
槽
場

騰
貴
下
落

，

膀
、
貴

下
落

．

木
麓

小
費
相
場

騰 膀下下騰
貴舜落落貴

二一四雀

馬
鈴
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六
　
三

小
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　不下膀不
　愛落貴愛
齢

下
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二
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霧
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＝
“

四三垂
＝
m

一一七
＝
口

四二六
幽
二

彦二輔を
＝
一

　
今
假
ヶ
に
卸
相
場
と
小
壷
相
場
ε
が
共
に
騰
貴
す
る
か
爾
る
は
低
落
す
る
か
．
或
膿
又
薦
庸

共
に
全
然
灘
動
し
な
か
っ
だ
こ
と
を
愛
麟
の
醐
致
ε
看
傲
し
．
莫
め
他
の
關
傑
を
不
脚
嚢
＆
稽

僕
す
と
す
れ
ぱ
、
前
蓑
に
示
し
詑
る
六
種
の
貨
物
の
釦
櫓
揚
S
小
喪
糎
場
ε
の
問
に
於
け
る
鍵

噺
の
一
致
と
不
繍
致
ε
は
左
の
動
く
で
あ
る
．
芙
豆
も
塞
照
の
爲
め
に
煽
へ
る
》

小馬小大貨
婆鈴

粉磐豆整物

一
致
の
慶
数
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五
　
九
　
三

團
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分
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囚
マ
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七

　
　
三

　
　
九

露
よ
霧
分
比

　
　
分

六
索
⑤
七

置
入
◎
露

二
五
・
〇

七
五
。
O

　
　
老

嚢
嚢
妻



季鶏鰹味
卸
編
饗
鋼
小
喪
撫
櫛
礎
麟
の
榊
致
拳

　
喰
　
　
　
　
　
八

　
鰯
　
　
　
　
　
六

　
卵
　
　
　
　
　
七

　
均
　
　
　
　
　
六

六
穴
q
七

五
〇
塾
〇

五
八
・
三

竃
O
・
O

六五六四

　
凡

三
三
。
三

五
〇
・
O

瞬
7
七

羅
O
・
O

　
右
表
に
示
す
が
如
《
一
致
の
度
藪
は
十
．
二
ヶ
月
の
中
婆
粉
の
三
同
を
最
少
限
度
毫
し
、
馬
鈴

暮
九
回
を
最
大
限
度
と
し
て
ゐ
る
。
百
分
比
を
以
て
割
合
を
示
せ
ぱ
、
小
憂
粉
の
釦
相
場
ε
小

喪
相
場
の
繍
致
は
二
割
五
分
で
あ
つ
て
．
馬
鈴
魯
の
顧
致
は
七
割
五
分
に
上
つ
て
ゐ
る
。
而
し

で
其
の
季
均
は
偶
然
六
同
．
耶
ち
五
飼
に
相
嘗
す
る
ー
ヌ
、
不
輔
致
，
の
震
敏
は
饗
粉
の
九
團
を
最

大
限
度
き
し
、
轟
鈴
薯
の
三
回
を
最
少
限
度
ξ
し
℃
ゐ
る
。
癒
し
て
一
致
の
度
激
が
六
同
で
あ

る
か
ら
．
不
一
致
の
度
欽
も
亦
六
同
で
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
着
し
卸
相
揚
が
墾
動
せ
ざ
る
に
小
賓
相
場
が
騰
貴
叉
は
低
落
し
、
釦
相
場
が
騰

貴
ヌ
は
低
・
落
し
た
る
に
小
壷
相
場
が
愛
渤
せ
ざ
り
し
場
合
を
ぱ
上
越
の
理
由
に
墓
き
で
除
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

す
る
ピ
す
れ
ば
ユ
愛
動
の
一
致
は
次
表
の
如
く
な
る
。

　
貨
　
　
　
物
　
　
　
　
鱒
・
敦
の
匿
数
　
　
　
同
上
百
分
比
　
　
　
不
一
歎
の
麗
数
　
　
團
上
百
分
比



奉鶏鰹味小馬｛大
　　　　委鈴
均卵節喰粉薯豆豆

六：七六八三．九五四

　
　
分

入
O
・
〇

七
頃
・
四

繍
O
O
・
〇

六
〇
・
O

八
八
・
八

一
〇
〇
・
〇

七
七
・
二
．

八
二
・
六

　
　
一
　
ニ

　
ニ

　
　
一

　
二

鱒
・
醐
團

　
分

二
〇
・
O

二
八
・
六

圏
0
・
O

＝
・
鰯

二
二
。
二

側
七
。
四

　
右
表
に
示
す
が
勲
く
騨
致
の
程
度
は
馬
鈴
薯
並
に
鰹
筋
の
十
割
を
最
高
ε
し
、
姿
粉
、
の
六
鶴
’

を
最
低
ピ
し
．
共
の
李
均
は
入
割
二
分
六
厘
に
相
嘗
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
℃
不
醐
致
の
軽
度

は
姿
粉
の
四
割
を
最
高
建
し
、
昧
喰
の
一
割
一
分
一
厘
を
最
低
と
し
て
、
莫
の
季
均
は
僅
か
に
㎝

樹
七
分
四
麗
に
遇
ぎ
無
い
。

　
之
を
蔓
す
る
に
．
飼
相
場
ε
小
喪
相
場
と
は
常
に
厩
幽
の
方
胸
に
璽
難
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
陶
一
の
方
向
に
愛
動
す
る
こ
ε
は
反
封
の
方
向
に
麟
動
す
る
こ
ε
よ
う
も
遙
か
に
多
い
の

　
　
　
鯵
櫓
櫛
贈
幽
糞
耀
櫛
餐
鞍
の
一
敦
牽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



卸
穣
櫛
讐
小
噛
癒
嚢
饗
欝
の
頓
軟
攣

幽
O

で
あ
る
q
．

　
傭
ほ
塞
考
の
爲
め
に
米
國
の
勢
働
瀞
が
調
査
し
た
る
歎
種
貨
物
の
働
棚
場
の
灘
動
ε
小
麓

構
場
⑳
轡
動
に
墓
き
で
此
爾
痩
動
の
關
係
を
示
す
こ
ε
に
す
る
。
薩
比
較
の
爲
め
に
逡
ん
だ

の
は
（
、
ご
継
育
市
の
ラ
葦
工
精
製
豚
脂
｝
．
（
二
》
同
じ
《
紐
育
市
の
串
乳
、
｛
三
｝
市
俄
古
市
の
チ
奪
菱
乾
酪
｝
、

応
マ
ネ
ア
ぷ
，
ス
市
の
小
婆
紛
醤
五
》
経
育
市
の
砂
塘
（
粗
目
｝
．
（
六
》
市
俄
古
市
の
鶏
卵
．
｛
七
商
に
く
市
俄

古
富
⑳
漣
タ
の
七
種
貨
物
の
千
九
霞
十
三
隼
よ
う
千
九
百
二
十
二
年
に
至
る
十
ケ
年
腿
に
焚

け
る
蓮
月
の
卸
相
場
並
に
小
費
相
場
の
愛
動
で
あ
つ
て
．
月
、
の
欽
』
は
百
二
十
で
あ
る
が
．
比
較
の

出
畿
．
黙
を
千
九
百
十
三
年
の
一
月
と
定
め
た
の
突
比
較
の
合
計
は
百
二
十
月
な
墾
一
を
除
き

た
る
も
の
、
即
ち
百
十
九
で
あ
る
。
　
但
し
千
九
百
轟
十
年
の
四
月
よ
）
七
月
ま
で
の
四
ケ
月
に

劃
し
て
は
砂
糖
卸
億
段
の
調
査
を
鱗
い
で
ゐ
る
か
ら
．
飴
四
ケ
甘
に
封
す
る
小
壷
相
場
を
も
除

外
す
る
二
ε
に
し
．
同
年
八
月
に
於
け
る
南
相
場
の
愛
動
は
三
月
の
市
便
を
標
準
冒
し
℃
比
鞍

す
る
こ
置
に
し
た
ゆ
從
つ
τ
砂
糖
に
限
り
愛
動
の
比
軟
は
百
十
五
箇
に
過
ぎ
無
い
。

　
左
表
は
東
窟
物
榎
の
愛
動
表
ピ
同
榛
に
作
製
し
た
る
右
の
米
國
物
便
の
愛
動
表
で
あ
る
。
（
難
）

　
卸
相
場
　
小
費
相
場
　
　
ラ
置
欝
　
　
　
牛
乳
　
・
手
ー
ズ
　
　
小
峯
粉
　
　
　
砂
糖
　
　
鎚
鼻
　
　
　
認
夕



　不落騰、不不落騰落騰

　愛　　麓麓欝

不不不落騰膀落落騰
愛麓麓

　　　　　　　の　　ロの　サ　　 ロの

　　　　　　　ロの　
ロロゆ

1入二五三四三六八
響
九

二
〇

　
一
五

　
ニ
　
ニ
　
一
　
一
二
八
二
七
三
二

餌
一
九

剛
　　　　臼一■飾　　　　　　”盧ロコロ　　　 ロコ　　　　　　　　　　ロのロの　リロの
　　　　ロロの　　　　　　の　九二三九五1二七六五

三
六

一
三
　
六
　
六
・

　
四
　
四

　
一
〇

　
一
三

　
九

一
曜
九

岬
　　　　　　　　燭騨甲●　

■一■巴

ロ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の

　　　　　　　　の　
ロゆ

婁三四四九九七四一四

六
五
三
三
　
五

＝
二

　
一
塵

　
一

　
一

　
置

纈
備
九

五
三
四
三
　
六

　
二

　
二
　
三
　
一

欄
晒
九

　
右
表
に
示
す
が
如
ぐ
各
種
の
貨
物
を
萢
じ
て
簿
相
場
、
並
に
小
賓
相
場
共
に
騰
貴
着
し
く
は

低
落
せ
し
燦
敏
は
非
常
に
多
《
、
其
の
他
の
総
合
せ
は
比
較
繭
少
な
い
。
艶
等
七
種
の
米
麟
貨

物
に
就
き
で
も
麹
相
場
ε
小
費
稽
場
ε
が
共
に
岡
一
の
方
晦
に
菱
動
せ
る
か
或
は
薦
者
共
に

礎
励
せ
ざ
夢
し
場
食
を
麓
動
の
昭
致
定
看
概
し
．
薦
着
が
反
封
の
方
向
に
鍵
麟
せ
し
場
合
を
不

唖
、
致
ε
饗
僕
す
こ
ε
、
爲
し
－
他
の
．
場
合
を
度
外
親
し
て
、
一
教
並
に
不
一
致
の
百
分
地
を
求
め

　
　
　
望
鑑
蚕
藝
一
毫
華
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝



　
　
　
　
卸
耀
轟
皿
欝
小
鷺
凝
嚇
璽
麟
の
一
歎
率

だ
る
に
．
夷
の
如
き
結
果
を
得
た
。

季バ掲砂小チ牛ラ貨
　　　萎聖　箸
均タ卵糖粉ズ乳ド物

醐
、
致
の
度
数

　
七
四

　
五
八

　
五
三

　
七
六

　
七
八

　
九
八

　
九
六

　
七
六

不
醐
数
の
度
数

　　　　　欄●　　　　　　噂■曹ロロロ　 　ピの　 ゆ　ロリロリゆ　 　ドの　 リロの

　　　　　ロの　　　　　り　　
八七八一二九四七

含
欝

一
〇
一

六
二
九
二

入
入
．

八
九

一
一
六

一
＝
二

九
四

囎
．
致
の
百
分
比

　
　
分

　
七
三
・
三

　
丸
三
圭

　
五
七
・
六

　
八
六
・
四

　
八
七
。
六

　
八
四
・
五

　
入
五
・
○

　
八
一
．
毒

＝
而

不
噺
数
の
百
分
比
含
器

　
分

繭
．
一
六
・
七

六
・
五

四
二
。
四

ご
二
．
山
ハ

三
西
．

一
灘
。
五

一
、
五
6

幽
（
。
九

　
　
　
分

一
〇
〇
・
Q

一
■
0
0
ひ
〇

一
〇
ρ
〇

一
〇
〇
も

一
〇
〇
・
〇

一
〇
〇
。
〇

一
〇
9
0

』
◎
O
う

　
右
表
に
示
す
が
如
ぐ
．
チ
3
ズ
は
最
低
の
一
致
摩
を
呈
し
て
み
る
が
，
爾
ほ
鼓
の
制
合
は
五
割

七
分
乗
麿
に
逡
し
．
一
致
峯
の
最
も
高
き
牛
乳
は
九
割
三
分
五
厘
に
上
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
七

種
貨
暮
物
の
李
均
『
致
率
は
入
，
割
一
分
一
厘
に
達
し
℃
ゐ
る

　
　
　
盤
　
ぎ
嵩
＆
目
。
2
ザ
。
q
昌
一
鼠
o。
算
。
閉
ビ
β
鳴
馨
g
冨
ぎ
晦
警
童
鮒
6
瞬
2
。
＆
零
寧
＆
“
，
8
ギ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
』
師
　
働
相
場
の
菱
動
摩
ε
小
費
・
～
稠
、
場
の
愛
動
、
摩
ピ
の
，
比
較



　
前
節
に
て
卸
相
場
ε
小
費
相
場
ε
は
大
多
欽
の
場
合
に
於
て
岡
一
の
方
向
に
鍵
動
す
お
も

の
で
あ
る
こ
ε
を
示
し
陀
が
．
同
じ
《
愛
動
ε
言
ふ
も
、
百
分
の
一
の
愛
動
に
過
ぎ
ざ
る
こ
ε
も

あ
れ
媛
ヌ
騰
貴
に
せ
よ
似
落
に
せ
よ
．
其
愛
動
が
百
分
の
十
以
上
に
選
す
る
こ
と
も
あ
ら
う
。

然
ら
ぱ
卸
相
場
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
一
ヶ
月
閥
に
盤
動
す
る
も
の
で
あ
）
．
又
小
喪
相
場
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

幾
何
の
愛
動
盤
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
。
換
露
す
れ
ぱ
．
卸
相
場
の
凝
動
性
と
小
喪
相

場
の
痩
動
性
ε
の
閥
に
は
如
何
程
の
相
蓮
が
存
し
て
ゐ
る
か
。
此
開
係
を
明
か
に
す
る
爲
め

に
、
矢
張
う
上
掲
の
東
京
市
内
に
於
け
る
七
種
の
貨
物
．
即
ち
大
豆
．
小
豆
、
馬
鈴
薯
、
小
姿
粉
、
昧
喰
鰹

節
並
に
鶏
卵
の
鋤
相
場
及
ぴ
小
喪
相
揚
に
關
す
る
軍
京
商
業
禽
議
所
の
調
壷
を
墓
礎
置
し
。
大

正
十
三
年
一
月
よ
う
十
二
月
に
亘
う
て
、
前
月
に
劃
す
る
各
月
の
騰
貴
牽
叉
は
低
落
摩
を
ぱ
前

月
の
撰
格
を
標
準
ど
し
百
分
章
に
で
計
算
し
て
、
左
表
を
作
襲
し
た
。

煽
棚
・
憶
確
・
灘
・

一
　
鱈
”
　
讃
る
　
　

階
　

（
●
調
　
（
轟

二
月
　
△
O
轟
△
＝
↓
　
O
●
昌
△
墨
玉

筥
月
△
“
轟
　
　
匹
　
？
（
　
誠
羨

議　 禽　鎚

△　　△

ll像陣

鞠
韻
繕
欝
小
喪
鞘
櫛
擁
動
の
一
嚢
牽

壕
磯

（
上
灘
）き
鐸
　
　
小

ー
　
＝
。
一

－
　
　
　
　
　
　
書
璽
轟

　
鰹
驚
　
　
鱗
擁

（
伊
豆
本
績
）
　
　
（
地
玉
）

　
タ
　
　
　
　
　
ぞ
ニ

鐸
　
小
　
　
舞
　
庫

O
o
昌
　
　
薩
△
…
●
《
△
5
塵
O

睾
　
　
垂
△
4
0
唱
△
二
＆

ー
　
皇
△
八
蓋
　
　
茎

　
　
　
　
　
　
讐
一

黍
均も鯵　

小

噸
轟
艦
轟

欄
姦
警
鑑

泌
轟
幡
峯

晶
爵
　
　
穴
竃

　
　
卸
　
　
小

小
箆
　
　
轟
盤
響

小
罫
粉

卸
　
小
　
　
卸
　
　
小

　
　
卸
　
　
小

　
　
　
謹
義
　
弐
長

二
●
齢

　
　
　
三
轟
　

ム
三
垂

　
小
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月月月月飼月処
勉
｝
歯
脚
物
讐
『
小
轡
漏
編
働
番
騨
勧
｝
の
輔
範
軌
塵
「

誓
一

一
●
昌

O
垂

△
一
函

層
呂

角
轟

5
　
尉
・
〇

一
　
（
蕊

瞳
　
七
戯

ー
△
O
垂

鮭
る
△
。
轟

七
●
鱒
△
O
＆

ー
　
卵
号
鎚

署
思
　
一
〇
轟
　
一
属
o
O

踏
ひ
△
器
晶
△
賢
・
七

1
△
一
六
〇
〇
ム
三
孟

o
　
釜
二
　
一
鱒
圭

－
　
　
閂
●
埆
　
嚇
或
●
ゆ

二
〇
・
O
ム
ニ
表
△
撃
一

響
（
．

幡
T
O

O
●
（

子
（

七
・
一

　
　
　
鼠
直
△
叢
●
老
＝
己
△
幽
λ
△
一
玄
去
△
言
る
△
誉
省

十
一
月
△
晃
●
唱
△
顔
λ
△
畳
●
昌
△
讐
〇
　
七
毛
　
　
1
△
七
二

†
二
月
△
鱒
轟
　
　
－
　
　
響
一
　
量
　

讐
嵩
　
　
雷
　
　
？
｛

辱
均
”
．
瓢
子
ゐ
幽
轟
響
』
茜
西
翼
嘉
護
。
昌

　
　
億
考
△
に
下
諮

昌
・
菖
　
　
ー

茜
色
　
呂
蓋

巽
●
菖
△
田
●
（

－
　
誉
愚

菖
義
　
一
三

△
誠
・
O
　
l

　
ー
ム
テ
菖

　
ー
　
O
毛

　
ー
　
O
轟

二
■
二
△
し
●
茄

テ
O
　
I

l
　
響
騨

一
．
《
。
．
（

　
　
　
一
四

　
己
．
八
　
　
毒

　
　
辱
七
　
る
凸
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先
づ
各
月
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於
け
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七
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貨
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の
卸
相
揚
ε
小
壷
相
場
と
の
菱
動
拳
の
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

均
を
比
軟
す
る
，
に
、
卸
相
揚
の
愛
動
章
が
小
蜜
相
場
の
愛
励
攣
よ
う
も
高
か
つ
た
月
は
一
．
三
。
四
、

六．

爪、

十、

十
一
、
並
に
十
二
の
八
ヶ
月
で
あ
つ
て
、
小
寅
租
場
の
痩
動
率
が
卸
相
場
の
鍵
動
章
よ
）

も
高
か
つ
た
の
は
二
、
五
、
七
．
九
の
四
ヶ
月
で
あ
る
。
次
に
各
貨
物
の
愛
動
率
の
†
二
ヶ
月
の
挙

均
を
数
乃
に
、
卸
相
場
の
麓
励
が
小
賓
相
場
の
愛
励
よ
）
も
著
し
い
の
は
大
豆
、
小
豆
、
錬
鴫
．
鰹
挑
即

錬ケ動は動幽轟
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並
に
鶏
卵
の
五
品
で
あ
つ
て
、
小
費
相
場
が
卸
相
場
よ
う
も
大
な
る
鐘
動
を
示
し
て
ゐ
る
の
は

馬
鈴
婁
並
に
小
姿
粉
の
二
品
に
過
．
ぎ
無
い
。
更
に
，
十
二
ヶ
月
に
亘
る
七
種
貨
物
の
市
便
愛
動

の
纏
季
均
を
観
る
に
、
釦
相
場
愛
動
の
季
均
率
は
六
分
二
厘
で
あ
つ
て
．
小
費
相
揚
愛
動
の
季
均

牽
は
五
分
四
厘
乃
至
五
厘
に
遇
ぎ
無
い
。

　
之
を
要
す
る
に
、
其
の
差
は
著
し
《
は
無
い
が
、
右
に
畢
げ
た
る
欽
字
は
御
相
楊
が
小
費
相
揚

よ
り
も
大
な
る
菱
動
性
を
有
し
て
ゐ
る
こ
ε
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
術
ほ
千
九
百
十
三
年
二
月

よ
）
千
九
百
二
十
二
年
十
二
月
に
至
る
、
貞
十
九
ヶ
月
問
に
亘
り
て
前
揚
七
種
の
米
國
貨
物
の

卸
費
相
場
並
に
小
費
相
揚
に
開
す
る
米
國
努
働
者
の
調
査
に
封
し
て
圖
一
の
針
算
を
試
み
マ
、

左
表
を
作
つ
た
（
荘
）
。
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昌
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嵩
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・
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齢
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舞
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へ
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瞬
・
髭

一
。
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縄
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瓢
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蜘
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呂
　
　
囲
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O
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蟹
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漏
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説
・
幽
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三
・
謡
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鶉
一
・
岩

楢
高
6

暫
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灘
＆
一

蕊
・
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一
〇
昌
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警
調
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・
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彪
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。
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．
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瓢
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．
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．
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櫓
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〇
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・
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O
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●
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．
説
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●
昌
説
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憂
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瓢
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ん
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篇
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轟
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超
・
唱
O
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孟
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翌
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萱
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瀦
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・
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講
・
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O
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講

　
　
魯

湘
・
葦

昌
・
躍

心
・
濫
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一
・
釜

一
・
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蹴
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超
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昌
・
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誕
。
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謬
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一
・
O
O
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肉
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冤

呂
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謝
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O
・
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一
講
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國
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三
・
ぎ

鱒
・
き

昌
・
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一
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．
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一
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．
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民
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O

四
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一
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莞
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鶴

一
・
琶
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幽
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昌
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冒
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岡
　
彪
o
O
嘱

O
・
蓋
幽
・
魔

嘱
o
翼
O
　
　
茜
・
一
湘

勘
・
O
勘
㌘
窓

　
菖
●
騨
雛
”
　
叫
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瓢
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．
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憲
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一
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・
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・
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講
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呂
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講
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昌
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翼
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昌
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．
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岬
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茜
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岡
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四
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瓢
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準
鞠
り
肉
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一
マ
竜
㌻
四
七
醐
7
．
．
撃
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了
．
．
警
噸
四
ぞ
．
四
讐
塑
菖
ぞ
湘
＾
一
7
呂
編
一
㌢
一
湘
誉
路
輔
一
讐
呂
七
翼

　
　
　
備
考
畿
中
菱
x
昂
は
脚
盗
の
峡
嫉
霊
る
あ
を
示
し
．
△
△
△
印
に
調
査
に
肩
れ
ど
地
較
ナ
る
も
裟
き
瞬
由
り
，
溺
除
ぜ
る

　
　
　
　
　
　
衝
所
か
現
に
ナ
爲
め
に
用
ゐ
た
o

　
右
表
の
示
す
動
く
、
百
十
九
ヶ
月
（
砂
糖
は
百
十
五
ヶ
月
｝
の
李
均
を
取
れ
ぱ
．
小
費
相
場
の
巌
が

卸
相
場
の
愛
動
輩
に
超
邊
せ
る
は
七
種
貨
物
の
中
に
て
砂
糖
の
み
で
あ
つ
て
、
飽
の
六
品
、
蜘
ち

ラ
盲
ド
、
牛
乳
．
チ
璽
ズ
、
小
菱
粉
、
籍
卵
．
並
に
バ
タ
に
在
り
て
は
卸
相
場
の
愛
動
峯
は
小
鋼
相
場
の

婁
励
牽
よ
り
も
高
い
。
更
に
百
十
九
ヶ
月
に
亘
る
七
種
貨
物
の
線
季
均
に
就
き
て
親
る
に
．
卸

相
場
の
愛
鋤
牽
は
一
ヶ
月
季
均
六
分
六
厘
三
毛
乃
至
六
分
六
厘
七
毛
に
上
つ
て
ゐ
る
が
、
小
資

相
暢
の
艇
動
率
は
四
分
六
厘
五
毛
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
助
爾
痩
動
季
の
差
は

約
二
・
分
に
蓮
し
て
ゐ
る
。
　
齢
懸
隔
は
小
費
相
場
の
愛
動
率
を
標
準
ε
す
れ
ぱ
四
劉
の
闘
き
に

相
醤
し
、
卸
相
場
の
麓
動
率
を
標
準
ε
す
る
も
樹
ほ
二
割
五
分
以
上
の
開
き
に
棚
當
す
る
の
で

あ
る
o

　
　
　
註
　
　
第
二
飾
の
融
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卸
粗
場
謙
罵
小
資
紐
楊
麓
動
の
山
設
盗
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
小
費
相
場
の
鍵
動
肇
の
低
き
原
因

　
前
節
に
於
て
小
賓
相
場
が
概
し
て
卸
相
場
程
に
葵
動
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
朋
か
に

し
た
が
．
然
ら
は
何
故
に
小
喪
相
揚
の
鍵
動
章
“
は
釦
相
揚
の
愛
動
率
よ
）
も
低
い
の
で
あ
る
か
。

勿
論
是
れ
に
は
種
々
の
原
因
が
あ
る
。
左
に
莫
の
主
な
る
も
の
、
説
明
を
試
み
や
う
ε
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
款
　
小
費
値
段
は
整
敷
た
る
こ
ε
を
要
す
る

　
釣
取
引
は
蓮
常
敦
最
が
多
い
爲
め
に
、
卸
値
段
が
隔
個
に
付
十
一
銭
一
厘
と
言
ふ
が
如
き
端

敏
を
有
す
る
贋
格
で
あ
つ
て
も
、
取
引
當
事
者
は
大
な
る
不
便
を
威
じ
無
い
。
即
ち
費
買
量
が

百
個
ね
ら
拭
、
総
個
額
は
十
一
圓
十
銭
で
あ
う
、
叉
千
個
な
ら
ぱ
百
十
蘭
圓
に
な
る
。
然
る
艦
小

賓
取
引
に
在
り
で
は
一
個
二
個
ε
言
ふ
が
如
き
少
量
の
寅
買
が
行
は
れ
る
こ
ε
が
あ
る
か
ら
、

十
一
鏡
一
厘
蜜
か
九
銭
八
厘
ピ
か
君
ぷ
が
如
き
五
厘
以
外
の
厘
位
を
有
す
る
償
格
を
付
す
る

は
、
一
厘
銭
二
厘
銭
等
の
流
通
し
て
ゐ
た
時
代
は
い
ざ
知
ら
ず
、
五
厘
以
外
の
厘
位
の
通
貨
を
使

用
せ
ざ
る
今
日
に
於
て
は
、
不
便
の
み
な
ら
す
不
可
能
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
翠
債
に
五
厘
以

外
の
厘
位
を
付
す
ぎ
こ
ε
ノ
の
出
來
な
い
の
は
小
寅
商
品
の
み
な
ら
す
、
郵
便
葉
書
、
郵
便
切
手
、
印

紅
、
畿
道
，
並
に
電
車
賃
金
及
ぴ
其
他
纏
て
の
料
金
皆
な
然
う
ピ
云
へ
る
。
否
な
軍
に
便
格
は
鏡



位
以
下
の
端
歎
を
有
せ
ざ
る
を
便
宜
ミ
す
る
に
止
ま
ら
す
し
て
、
貨
償
は
成
る
可
く
五
銭
、
十
捜

ヌ
は
十
匠
銭
ε
云
ふ
が
如
き
釣
銭
を
要
せ
ざ
る
極
う
の
好
き
敷
に
定
め
乃
を
得
策
と
す
る
。

時
と
し
て
は
客
引
政
策
上
九
十
入
銭
ヤ
も
か
四
干
九
機
と
か
言
ふ
が
如
き
正
札
を
付
け
て
、
恰
か

も
叫
圓
に
劃
し
て
二
銭
．
叉
は
五
十
銭
に
劃
し
て
一
銭
の
割
引
を
行
へ
る
が
如
ぐ
装
ふ
こ
ε
も

あ
る
が
、
購
質
者
は
普
短
銅
銭
＝
一
枚
の
授
受
の
爲
め
に
時
閥
を
数
分
間
竜
浪
費
す
る
こ
ε
を

好
ま
な
い
か
ら
、
壷
碩
を
成
る
可
《
代
金
の
授
受
よ
便
な
る
敷
に
定
む
る
を
得
策
ε
す
る
の
で

あ
る
．
『
否
な
此
▽
事
は
或
る
程
度
ま
で
實
行
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
斯
ぐ
の
如
く
小
費
値
段
は
銭
位
以
下
の
端
歎
を
有
せ
ざ
る
も
の
ε
爲
す
必
要
あ
る
の
み
な

ら
ず
．
出
來
得
る
限
り
五
銭
叉
は
十
銭
若
し
く
は
其
の
倍
藪
に
定
め
る
を
得
策
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
原
個
に
相
當
の
口
銭
を
加
へ
た
る
も
の
を
標
準
ε
し
て
便
宜
の
債
格
を
舶
旦
定
め
た

る
上
は
．
原
楓
即
ち
卸
相
場
が
一
二
分
騰
貴
し
た
か
ら
ε
て
．
小
費
商
人
が
直
ち
に
夫
れ
震
け
小

翼
値
段
を
引
上
げ
な
い
こ
置
が
あ
る
。
例
へ
ぱ
或
る
商
品
の
御
棺
場
が
入
十
銭
で
あ
つ
工
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

に
二
十
銭
の
ロ
銭
を
加
算
し
て
、
一
個
醐
圓
に
販
費
し
つ
、
あ
つ
た
際
に
、
若
し
假
う
に
卸
相
場

が
入
十
鱒
銭
に
騰
貴
し
た
な
ら
ば
．
小
費
商
人
は
小
費
億
段
を
一
圓
一
銭
に
尉
上
ぐ
る
か
ε
書

　
　
　
　
卸
溜
盟
鋤
尉
小
轡
蛸
刷
掛
繕
騨
動
の
一
致
杢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
幻
霜
場
欝
小
蜜
霜
●
饗
跳
の
醐
嚢
奪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

ふ
に
、
遁
例
原
慣
が
荷
砥
二
三
銭
騰
貴
す
る
の
を
待
ち
℃
、
一
時
に
尉
圓
五
鏡
位
に
値
上
す
る
。

原
撰
が
低
落
し
た
ε
き
に
於
て
も
亦
然
り
で
あ
る
。
從
づ
て
小
喪
相
場
の
愛
動
は
卸
相
場
程

に
頻
繁
で
無
い
。
而
し
て
小
喪
相
場
愛
動
の
度
敷
が
融
電
い
が
ら
、
其
麓
動
の
季
均
牽
は
卸
相

場
麓
動
の
奉
均
牽
よ
り
も
低
《
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
獣
　
小
嚢
値
段
整
更
の
技
術
上
の
障
碍

　
上
遍
の
如
く
小
費
値
段
は
極
う
の
好
き
敷
に
定
め
る
を
禍
策
ε
す
る
必
要
上
頻
繁
に
引
上

げ
ヌ
は
駈
下
ぐ
る
こ
ε
を
遜
く
る
を
常
ε
す
る
の
で
あ
る
が
、
縦
令
小
費
億
段
に
端
歎
を
生
じ

て
も
差
支
な
い
ε
す
る
も
、
頻
繁
に
費
贋
を
愛
更
す
る
こ
ε
は
技
術
上
頗
る
困
難
で
あ
る
。
釦

商
の
取
扱
ふ
貨
物
は
一
種
頻
女
け
で
あ
る
場
合
む
あ
，
．
欽
種
に
上
る
場
合
で
も
品
種
は
多
か

ら
ざ
る
を
常
と
す
る
か
ら
、
毎
日
卸
値
段
を
愛
更
し
て
も
取
扱
上
大
な
る
不
便
を
威
じ
無
い
。

之
に
反
し
て
各
小
責
商
人
の
取
扱
ム
貨
物
は
．
臼
米
商
．
石
炭
商
等
の
如
き
少
敷
の
例
外
を
除
き
、

普
通
翼
の
欽
頗
る
多
く
．
時
ε
し
て
は
欺
百
種
歎
千
種
に
上
る
こ
宣
が
あ
る
。
從
つ
て
着
し
齢

等
多
数
の
賃
物
の
賓
榎
が
釦
相
揚
の
如
《
殆
ん
ご
毎
日
種
夏
さ
る
、
が
動
き
こ
と
め
）
て
は
、

店
員
は
一
々
之
を
暗
記
す
る
こ
差
を
穏
な
い
か
ら
、
種
々
の
手
蓮
ひ
を
生
す
る
の
虞
れ
が
あ
る
。



假
り
に
各
種
の
費
品
に
正
札
を
付
《
る
ピ
す
れ
僕
此
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
欺

省
乃
至
激
㌣
の
正
札
を
毎
日
麓
更
す
る
は
非
常
な
手
教
と
費
用
を
麟
す
こ
ピ
に
な
る
、
莫
の

結
果
ε
し
℃
技
術
上
よ
）
し
て
賓
榎
の
頻
繁
な
る
愛
更
は
之
を
避
け
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
款
　
信
用
上
の
問
題

　
叉
．
假
）
に
小
費
値
段
を
毎
圓
引
上
げ
潜
し
く
は
引
下
ぐ
る
こ
ε
が
被
術
上
困
難
で
無
い
ε

し
て
も
．
小
資
店
が
販
責
値
段
を
殆
ん
ご
毎
日
愛
更
す
る
は
其
店
の
信
用
を
傷
け
る
結
果
を
晶

す
る
嵐
れ
が
あ
る
。
小
費
値
段
が
引
下
げ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
左
程
物
議
を
醸
す
ま
い
が
．
或

る
膚
店
の
一
願
客
が
昨
日
業
店
に
て
一
個
十
鏡
に
買
入
れ
た
る
商
品
を
ぱ
今
日
求
φ
に
行
け

ぱ
僅
段
が
髄
に
十
一
鏡
に
引
上
げ
ら
れ
て
．
居
り
．
明
日
は
更
に
十
二
銭
に
な
る
ε
言
ふ
が
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

こ
ε
あ
む
ぱ
、
其
店
は
多
分
距
顧
客
を
失
つ
て
了
ふ
で
あ
ら
う
ピ
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
款
　
卸
相
場
ε
小
費
相
場
ピ
の
闇
に
於
け
る
愛
動
牽
の
相
違

　
以
上
略
逡
し
た
る
如
《
小
壷
値
段
は
卸
値
段
の
動
く
頻
繁
に
痩
更
せ
ら
れ
な
炉
爲
め
に
、
小

費
相
場
の
麓
動
拳
は
自
ら
鋤
相
場
の
愛
動
奉
よ
り
も
低
《
な
る
の
で
あ
る
が
．
爾
ほ
曲
の
外
に

薦
渚
の
聞
に
蓬
庭
を
生
ぜ
し
む
る
一
原
因
が
あ
る
。
そ
は
外
で
も
莚
い
。
各
窟
店
の
小
璽
値

　
　
　
飾
灘
菖
”
瞬
小
轡
籔
”
轟
鞭
鋤
の
一
致
奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
鯉
囎
鴛
封
小
喪
繍
繕
鰻
助
の
麟
致
奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

段
は
勿
論
奨
め
釦
値
段
よ
う
も
高
い
の
で
あ
6
か
ら
．
假
）
に
薦
者
に
圖
額
の
騰
貴
碧
し
ぐ
楓

概
轄
が
隼
し
た
ε
す
れ
ば
、
小
頁
値
段
の
攣
動
華
は
御
櫨
段
の
菱
動
牽
よ
ら
も
當
然
低
か
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
ロ

る
を
得
な
ぴ
。
．
例
■
へ
ぱ
釦
値
段
が
一
個
一
倒
で
あ
つ
て
．
小
壷
値
段
が
一
圓
三
十
鏡
で
あ
る
榊

窟
晶
が
あ
る
ε
し
て
、
假
）
に
釦
相
場
が
一
園
十
銭
鴛
騰
貴
す
れ
ば
、
小
喪
値
段
は
一
圓
四
十
銭

に
引
上
げ
ら
、
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
　
着
し
果
し
｝
、
然
う
ぜ
す
れ
ぱ
、
卸
相
揚
の
騰
貴
牽
は
一
圓

に
》
封
す
る
十
銭
．
壌
ち
一
割
に
上
る
に
反
し
、
小
責
値
段
の
騰
貴
牽
は
一
圓
三
十
銭
に
劃
す
る
十

銭」

鞠
ち
七
分
七
厘
弱
に
相
當
す
る
に
過
ぎ
無
い
の
で
あ
る
。
是
れ
耶
ち
小
貰
相
場
の
痩
動
峯

を
ぱ
釦
相
揚
の
灘
動
奪
よ
う
も
低
か
ら
し
む
る
一
因
に
外
．
な
ら
な
い
。


